
（
二
〇
二
〇
　
国
グ
後
）

小
　
論
　
文

・
問
題
は
1
～
7
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

・
下
書
き
用
紙
は
中
に
2
枚
入
っ
て
い
る
。

注
意
　
解
答
は
答
案
用
紙
に
縦
書
き
で
記
入
し
な
さ
い
。

小
論
文
　
二
〇
〇
点
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
一
～
問
三
に
答
え
な
さ
い
。

2020-中谷コーポ-小論文（国際グローバル・後期）-問題.indd   1 2019/12/10   10:19:19

著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐

問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒



― ―2

2020-中谷コーポ-小論文（国際グローバル・後期）-問題.indd   2 2019/12/10   10:19:19

著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐

問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒



― ―3

2020-中谷コーポ-小論文（国際グローバル・後期）-問題.indd   3 2019/12/10   10:19:19

著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐

問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒



― ―4

2020-中谷コーポ-小論文（国際グローバル・後期）-問題.indd   4 2019/12/10   10:19:19

著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
︐

問
題
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
︒



― ―5

出
典　

荻
野
昌
弘「
戦
争
と
社
会
学
理
論
―
ホ
モ
・
ベ
リ
ク
ス
の
発
見
」（
好
井
裕
明
・
関
礼
子
編『
戦
争
社
会
学
』明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
）よ
り
、

一
部
省
略
・
改
変
し
た
部
分
が
あ
る
。

注１　

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー（
一
九
二
六
～
一
九
八
四
年
）―
―
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
。

２　

ト
ー
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ（
一
五
八
八
～
一
六
七
九
年
）―
―
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
。
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３　

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム（
一
八
五
八
～
一
九
一
七
年
）―
―
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
に
つ
い
て
の
公
準
Ⅰ
・
Ⅱ
と
は
、
筆

者
の
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、「
公
準
Ⅰ　

共
通
の
信
仰（
集
合
意
識
）を
も
つ
社
会
が
存
在
す
る（
個
人
の
結
合
が
社
会
を
生
む
の
で
は
な
い
）、
公
準
Ⅱ　

社

会
は
自
律
的
に
発
展
す
る
」で
あ
る
。

４　

『
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
』―
―
フ
ラ
ン
ス
の
風
刺
画
を
中
心
と
し
た
週
刊
誌
。
ム
ハ
ン
マ
ド
を
風
刺
す
る
絵
を
載
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
一
五
年

一
月
七
日
に
パ
リ
に
あ
る
編
集
部
が
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
り
襲
撃
さ
れ
、
編
集
長
や
警
察
官
を
含
め
て
十
二
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

５　

マ
グ
レ
ブ
―
―
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
北
ア
フ
リ
カ
北
西
部
の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
総
称
で
旧
フ
ラ
ン
ス
領
が
多
い
。

６　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立
戦
争（
一
九
五
四
～
一
九
六
二
年
）―
―
フ
ラ
ン
ス
領
だ
っ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
独
立
を
目
指
し
て
起
こ
し
た
戦
争
。
最
終
的
に

フ
ラ
ン
ス
側
が
一
九
六
一
年
の
国
民
投
票
で
独
立
を
認
め
、
一
九
六
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
和
平
協
定
を
締
結
し
た
後
、
独
立
し
た
。

７　

ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
―
―
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
実
行
者
を
指
す
言
葉
と
し
て
欧
米
メ
デ
ィ
ア
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
ジ
ハ
ー
ド
」は
ア
ラ
ビ
ア
語

で
は「
努
力
、
闘
争
」を
意
味
す
る
。

８　

イ
ス
ラ
ム
国
―
―
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
、
ダ
ー
イ
ッ
シ
ュ
と
も
言
う
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
が
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
の
一
部
を
武
力
制
圧
し
て
、

「
国
家
」樹
立
を
宣
言
し
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
軍
等
と
の
戦
闘
を
経
て
、
二
〇
一
九
年
三
月

ま
で
に
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
か
ら
一
掃
さ
れ
た
。
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問
一　

本
文
中
に
二
箇
所
あ
る
傍
線
部（
ア
）の「
根
本
的
矛
盾
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
本
文
の
内
容
に
即
し
て
、
一
〇
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

（
配
点
三
〇
点
）

問
二　

傍
線
部（
イ
）で「
両
義
的
存
在
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
両
義
的
な
の
か
を
説
明
し
た
上
で
、
そ
れ
に
着
目
す
る
こ
と
が
な
ぜ「
不
可
欠
」

な
の
か
を
二
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（
配
点
五
〇
点
）

問
三　

筆
者
は「
シ
ャ
ル
リ
ー
・
エ
ブ
ド
襲
撃
事
件
」を
現
代
社
会
に
お
け
る
ど
の
よ
う
な
課
題
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
か
を
、
旧
宗
主
国
と

旧
植
民
地
、
あ
る
い
は
移
民
と
そ
の
受
入
国
の
関
係
に
注
目
し
た
上
で
説
明
し
、
筆
者
の
そ
う
し
た
認
識
に
対
し
て
、
も
し
自
分
が
そ
の「
両
義
的

他
者
」だ
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
こ
の
文
章
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
他
の
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
論
じ
な
さ

い
。（
配
点
一
二
〇
点
）
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